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responses to the hard X-ray irradiation 
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【はじめに】 放射線がん治療では，がん組織の分布に合わせた照射線量の高精度な制御のため，

線量のリアルタイム計測が関心を集めている．有機半導体 DNN（1,5-dinitronaphthalene）の単結晶

では，無機半導体と比較して放射線のエネルギー減弱が低く，大気中・室温における安定な X 線

の直接検出が確認されており，線量計測器への応用が期待されている[1]．しかし，単結晶の状態

では，患部の形状に合わせた大面積化や成型が困難となる．一方，優れた柔軟性と電気特性を兼

ね備えたカーボンナノチューブ（CNT）では，近年，高い放射線耐性も報告されている[2]．そこ

で，本研究では，透明でウェアラブルな放射線計測器の開発を目指し，DNN の微結晶を絡めた

CNT 薄膜を作製し，硬 X 線照射に対する電流応答を調査したので，その結果を報告する． 

【実験と結果】 DNN 微結晶の分散水溶液は，DNN/クロロホルム溶液を撹拌中の純水に滴下し

て作製した．続いて，あらかじめディップコートで PEN 基板

上に形成した CNT 薄膜の表面に，DNN 分散水溶液の滴下と

乾燥を数回繰り返した後，再度，基板の表面に CNT をディッ

プコートすることで，DNN 微結晶/CNT 薄膜を作製した（Fig. 

1）．薄膜は，シャドウマスクを用いて表面に Au 電極（200 nm）

を蒸着した後，照射容器内部に設置し，N2ガスで封入した（50 

kPa）．直流電圧を印加した薄膜に対して，容器の外部から線

量率 36.1 mGy/sec で硬 X 線（実効エネルギー：82 keV）の照

射と停止を繰り返しながら電流を観測した．その結果，Fig. 2

に示すように，CNT 薄膜のみの場合は，硬 X 線照射で電流が

減少したのに対して，DNN 微結晶/CNT 薄膜の場合には，電

流は増加した．このことは，DNN の硬 X 線応答が CNT 薄膜

を介して検出可能であることを示唆している． 
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Fig. 2 Current responses to the
X-ray irradiation at an applied
voltage of 6 V. 

Fig. 1 SEM image of DNN
crystals/CNT thin film. 
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